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ーヴィス文化が始まったのは 1万 1500年頃であり、それから 1000年ほどで南米大陸最南
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物質の食料を効率的に摂取することができるようになった（cf. 藤尾 2002: 74-76; 井口 
2012: 120-125）。土器の利用によって定住が可能になり、あるいは逆に定住生活に伴い土器
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公共建造物が土器製作よりも前に現れたことが明らかとなった（Izumi & Sono (eds.) 1963; 
Izumi & Terada (eds.) 1972）。それは、新石器革命の要素と都市革命の要素の前後関係が逆
になっている例であり、チャイルドの枠組みの有用性が根本的に問われることとなった。し
かし、その後しばらくはアンデスの例外的な事例として扱われた。むしろ逆に、土器はない















Foley 1994; Stringer 2000; Appenzeller 2012; Oppenheimer 2009; 米田 2013）。狩猟民
は、土地で生育する植物に対する知識が必要であるが、海は繋がっているため、漁撈の技術
は汎用性が高く移動先でもほぼ同じように利用できるからである。ティム・アッペンツェラ







前 3000-1800年頃まで遡るという可能性が指摘されているが（Haas et al. 2013）、たとえ
そうだとしても量は少ない。確実な証拠が安定的に認められるのは形成期中期（前 1200-




























『人類学研究所 研究論集』第 7号（2019） 
























ある（Ramírez 2001, 2005）。 
 空間の概念を考えるため、例としてインカ帝国の首都クスコ（図１）のセケ体系を取り上




スコ（下クスコ）に 2 分されると想定しその境界線を定めようとする2（cf. Bauer 2004; 
























 そして、インカ帝国の支配下の民族集団は 1 つの領地に留まっていたかというとそうで
はなく、帝国内を移動させられた。移動させられた人々の数は全体の 4 割になるという試
算もある（ダルトロイ 2012: 143）。そして移動先では帽子と衣服によって民族集団の識別
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見つかっており、しかも少なくとも時期の異なる広場が 3つ見つかっている（Fuchs et al. 
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